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北
又
の
釣
り
構
を
還
り
元
気
よ
く
出
発

叫
宇

56年

1 1周
票日

残
雪
の
朝

歳

日

ま

屋
前

？で
月80

て

4 

日名き一．台ミ

5参
日カ日

町のよ うす （） 内は
7月 1日現在 対前月比

総 人口 男 女 転入 転出出生死亡 世帯停数

18.969(+ 7) 8.956(+ 5) 10.013(+ 2) 66 61 12 10 5.095(+10) 
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｜羽田 l
議会定例会｜

補
正
予
算

条
例
改
正
な
ど

四
件
を
可
決
、
推
せ
ん

。
あ

ら

ま

し

。

第

3
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
6
月
刊
日
白
か
ら
幻
自
ま
で
会
期
4
日
間
と
し

て
開
会
さ
れ
、
朝
日
町

一
般
会
計
繍
正
予
算
を
は
じ
め
条
例
改
正
、
議
員
提
出

議
案
な
ど
ロ
一
案
件
が
慎
重
審
議
δ
れ
．
可
決
、
批
准
せ
ん
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
繍
願
‘
陳
情
日
伶
に
つ
い
て
も
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

蓄

積

日

程

24 
日

開
会

（会
則
決
定
、
側
提
奈
月
一
山

説
明
、
議
楽
説
明
）

本
会
議

（抗
疑
、

一
般
質
問
｝

総
務
教
育
委
員
会
、
現
段
厚
生

委
貝
会
、
産
業
建
設
委
以
八
五

本
会
議
（
委

U
長
銀
行
、
質
疑
、

討
論
、
表
決
｝

日
院
の
追
加
（議
以
提
出
議
案
）

報…・………あ

26 25 
日日

27 
臼

… 広

可
決
さ
れ
た
も
の

V

予

算

・
昭
和
白
年
度
朝
日
町

一
般
会
持
砧
正

予
算
（
第
l
号
）

V
条
例
こ
部
改
正
）

・
朝
日
町
税
条
例
守

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
制
悦
条
例
。

－
災
害
引
慰
金
の
玄
給
品
川
び
災
山
A
H
限
必

資
金
の
貸
付
け
に
削
す
る
条
例
。

－
朝
日
町
総
人
川
計
耐
事
前
議
会
条
例
。

V
工
事
請
負
契
約

・
朝
日
町
営
住
宅
新
築
ゆ
業
建
築
主
体

工
本
舗
負
契
約
の
代

・
朝
日
町
立
制
8
中
小
校
新
築
事
業
体

育
館
、
食
堂
建
築
主
体
工
令
請
負
契

約
の
件
。

... 
そ

他

の

大
字
、
下
の
区
械
の
新
設
の
件
，

V
議
員
提
出
議
案

食
輔
、
農
業
基
本
政
策
な
ら
び
に
米

穀
政
策
の
確
立
、
昭
和
回
年
産
米
の

政
府
買
入
価
絡
等
、
昭
和
日
年
産
変

の
政
府
買
入
価
格
な
ら
び
に
生
産
振

興
施
策
確
立
に
関
す
る
意
見
竜

・
戦
後
強
制
抑
留
者
繍
慣
に
関
す
る
意

見
電

－ス
パ
イ
防
止
法
制
定
促
進
に
関
す
る

意
見
寄

推
せ
ん
さ
れ
た
も
の

朝
日
町
農
業
委
員
会
の
委
員
議
会
推

せ
んb請

願

・
陳
情

V
探
択
に
な
っ
た
も
の

－
流
・
十
叶
掛
怖
の
設
置
に
つ
い
て
。

－
H
本
農
業
を
．山
汁
怨
し
、
食
制
’
H
給
力

の
向
上
を
は
か
リ
食
符
制
度
の
拡
充

強
化
要
請
に
つ
い
て
‘

・
戦
後
強
制
抑
制
者
補
償
に
つ
い
て

u

．
新
総
土
地
改
良
誕
生
に
つ
い

て

－
即
断
午
土
地
ル
県
民
俗
主
に
つ
い
て

・
当
日
出
の
中
小
企
業
対
策
に
つ
い
て

－
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
促
進
に
つ
い
て

．
山
崎
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
間
川

設
備
の
設
置
に
つ
い
て
。

V
不
採
択
に
な
っ
定
も
の

－
「
ス
ハ
イ
肋
・
化
法
制
定
促
進
立
見
代
日
」

の
徒
出
反
対
に
つ
い
て
ν

－v

継
続
審
査
に
怠
っ
た
も
の

・
非
松
三
版
刷
の
ω
T，持
と
法
制
化
を
求

め
る
件
に
つ
い
て
ν

・
高
速
北
陸
自
動
車
道
境
地
区
海
岸
路

線
の
変
更
に
つ
い
て

ω

・
高
速
北
陸
自
動
車
道
境
地
区
海
岸
路

線
の
牽
史
に
つ
い
て

ω

・
都
市
計
画
道
路
の
計
画
見
直
し
に
つ

い
て
。

－
常
任
蚤
員
長
報
告
・

－
総
務
教
育
委
員
会
．

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
官
W
K
党
の
泊
料
に
お
い
て
、
次

の
安
望
本
尉
が
あ
り
ま
し
た
。

ー
、
九
小
中
学
校
の
品
川
地
買
収
方
に
鋭

意
努
力
さ
れ
た
い
。

2
、
ま
だ
、
佼
間
照
明
設
備
の
設
置
さ

れ
て
い
な
い
、
地
区
学
校
グ
ラ
ン
ド

は
設
部
実
現
化
を
目
指
し
、
補
助
金

線
保
等
に
努
め
ら
れ
た
い
。

3
、
不
動
堂
泊
跡
に
M
A
鉄
博
物
館
的
な

も
の
を
建
設
す
る
な
ど
、
観
光
容
を

引
き
つ
け
’
ゐ
擁
泌
を
検
討
さ
れ
た
い
ω

4
．
山
げ
合
総
設
寧
現
化
の
k
リ
向
で
、
体

制
の
充
尖
銀
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

5
、
臨
時
報
川
県
の
長
期
雇
用
の
実
情
を

ふ
ま
え
、
保
険
加
入
等
の
待
遇
肉
を

改
善
さ
れ
た
い
。

6
．
M
氾
ヶ
氏
の
町
営
住
宅
払
い
下
げ
に

つ
い
て
、
先
却
の
方
向
で
検
討
さ
れ

た
L

山
間
仰
の
事
介
．
結
集
に
つ
い
て
は
、
ス

ハ
イ
防
止
法
制
・
返
促
進
に
つ
い
て
、
山
川

崎
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
設
備

q
x
d
n
U
 

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
願
意

妥
当
と
認
め
採
択
と
決
し
ま
し
た
が
、

非
紘
三
原
則
の
堅
持
と
法
制
化
を
求
め

る
件
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
事
情
多
勘

案
し
て
継
続
審
査
と
さ
れ
‘
ス
パ
イ
防

止
法
制
定
促
進
意
見
容
の
提
出
反
対
に

つ
い
て
は
、
不
採
択
と
決
し
た
旨
、
朗
報

侍
さ
れ
た
。

(2) 

－
環
境
厚
生
委
員
会
・

付
託
案
件
に
つ

い
て
は
、

原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
＠

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
次

の
要
望
意
見
が
鰍
侍
さ
れ
た
。

ー
、
国
民
年
金
の
支
給
内
容
及
び
未
加

入
者
に
対
す
る
P
Rを
償
極
的
に
励

行
さ
れ
た
い
。

2
、
組
大
ゴ
ミ
や
不
燃
焼
物
を
不
法
投

棄
し
て
い
る
の
で
、
隣
後
す
る
町
と

も
協
議
し
、
共
同
の
帆
大
ゴ
ミ
処
閣
内

施
設
の
建
設
や
不
燃
焼
物
投
棄
適
地

内
第
一
位
な
ど
に
鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
＠

3
、
凶
保
絞
め
被
保
険
品
約
れ
判
分
が
十
件

年－

m加
し
て
お
り
、
加
入
朽
の
実
情

を
勘
案
し
、
同
で
対
応
す
る
よ
う
械

極
的
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い

ω

4
、
当
町
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
現
状
を
ふ
ま
え
、
的
病
院

に
特
別
提
議
等
を
目
的
と
し
た
、
£

人
制
祉
施
設
の
併
設
会
指
欲
的
に
倹

対
さ
れ
た
い
ω

油
断
聞
の
戦
後
強
制
抑
留
者
鮒
侃
に
つ

い
て
は
、
断
刷
窓
妥
当
と
認
め
掠
択
と
決

し
た
己
円
、
鰍
比
刊
さ
れ
た
。
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－
産
業
建
設
委
員
会
・

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
ね
に
お
い
て
、
次

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ー
、
建
設
事
業
等
に
わ
ね
い
て
、
人
事
異

動
に
よ
る
事
務
引
き
継
ぎ
の
不
備
に

よ
り
、
事
業
執
行
が
停
滞
す
る
ニ
と

も
弘
受
け
ら
れ
る
の
で
搾
処
さ
れ
た

aLV
 

2
、
チ
ビ
ッ
コ
広
場
の
冬
期
間
に
お
け

る
管
痩
運
営
に
問
題
点
が
あ
り
、
者

処
さ
れ
た
い
。

3
、
転
作
前
当
に
あ
た
リ
、
農
家
の
人

に
不
信
感
を
抱
か
れ
な
い
よ
う
付
処

さ
れ
た
い

4
、
鉄
工
団
地
等
の
労
働
力
不
足
を
町

全
体
で
検
討
さ
れ
た
い
。

5
、
観
光
地
総
設
繁
備
補
助
金
交
付
に

あ
た
り
、
問
題
点

J
Yめ
り
、
倹
討
さ

’aL
－－－
－
 

』，a
，Et一’
－－

6
、
繍
助
金
一要
綱
等
に
つ
い
て
、
議
会

提
出
方
法
に
問
題
が
あ
り
、

A
『後、

注
意
さ
れ
た
い
。

請
願
、
陳
情
の
帯
炎
結
果
に
つ
い
て

は
、
流
十
J

濃
の
設
置
に
つ
い
て

・
臼
本

農
業
を．山
門
挫
し、

食
械
白
給
力
の
向
上

を
は
か
り
食
許
制
度
の
鉱
充
強
化
要
蹄

に
つ
い
て
・
新
規
土
地
改
良
事
業
に
つ

い
て
・
県
単
土
地
改
良
事
業
に
つ
い
て
・

当
面
の

f
a企業
対
策
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
苧
れ
願
意
妥
当
と
認
め
係
択
と
決

し
ま
し
た
が
、
都
市
計
画
道
路
の
計

さ報一一…・……あ……広

画
見
向
し
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
が
怖

を
勘
案
し
て
継
続
審
食
に
し
た
旨
、
報

告
さ
れ
た
。

〔
一
般
質
問
の
中
か
ら
）

。
墓
地
公
園

質
問

多
く
の
町
民
が
町
併
の
係
地
公

附
の
挫
設
を
恨
ん
で
い
る
か
、
実

地
計
州
が
あ
る
の
か
ν

答
弁

拡
地
公
剛
山
也
設
に
つ
い
て
は
、

梢
脱
的
に
々
え
て
お
り
、
適
地
か

あ
れ
ば
也
設
し
た
い
ω

＠
町
営
住
宅
の
払
い
下
げ

質
問

旭
ケ
丘
町
常
伎
毛
を
払
い
下
げ

の
ガ
向
で
倹
討
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

払
い
下
げ
に
つ
い
て
は
、
消
極

的
で
あ
る
。

。
非
行
防
止

質
問

小
中
乍
校
に
お
け
る
非
行
化
が

問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
町
に

お
い
て
、
ど
の
ヰ
ヲ
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
か
。

答
弁

心
の
教
育
を
充
実
さ
せ
た
く、

そ
の
た
め
に
は
家
庭
、
社
会
は
も

と
よ
り
、
積
極
的
な
教
師
を
養
成

す
る
た
め
研
修
を
抽
恨
み
、
教
育
に

反
映
さ
せ
た
い
。

＠
水
難
防
止
対
策

質
問

人
憾
の
時
期
を
’
川
え
、
川
川
が

氾
草
す
る
・
』
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、

木
防
訓
械
の
実
地
や
木
肋
資
材
点

検
を
定
期
的
に
尖
施
し
て
い
る
の

．カ

答
弁

水
防
訓
練
を
行
う
必
要
が
あ
リ
、

点
検
に
つ
い
て
は
、

付
平
一
化
則
的

に
点
検
し
て
い
る
か
．
内
段
、
仲
m

uη

附
す
る

。
小
児
科
設
置

質
問

的
病
院
の
小
児
科
投
出
克
税
化

に
作
・
7
医
師
の
掠
川
比
泊
し
は
ど

．q
，A
M
 

答
弁

朕
附
の
初
へ
い
に
努
力
し
て
お

リ
、
出
く
と
も
来
年
度
に
災
現
化

の
悶
注
は
つ
い
て
い
る
。

永
年
勤
続
議
員
表
彰

朝
日
町
議
会
議
員
と
し
て
勤
続
十
・
4

年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
に
貢

献
さ
れ
た
次
の
方
々
が
、

6
月
M
日
開

会
の
第
三
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
議
決
に
よ
リ
炎
彩
さ
れ
ま
し
た
の

山
岡
政
次

富
山
県
町
村
議
員
表
彰

トぶる、

6
H
5日
高
山
市
に
於
い
て

山
山
県
町
村
議
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
席
上
で
、
議
長
ι休
職
4
年
以
卜
に

よ
り
．
尉
谷
降
二
議
日
付
、
議

H
勤
続
叩
年

以
上
に
よ
リ
、
次
の
打
々
が
、
そ
れ
ぞ

れ
地

U
’H
治
に
氏
献
き
れ
た
功
紺
が
必

め
ら
れ
、

A
M
Wさ
れ
ま
し
た

V
議
長
在
職
4
年

市
A
V扇
谷
隆

V
議
員
勤
続
問
年

清
水
賢
二

扇松 ：
谷倉 ＋

安
達
穂
雄

・
大
沢
穂
松

深
松

実

(3) 
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防
犯
協
会
表
彰

一UUK
年
・
防
犯
的
動
に
級
一
鋭
的
に
参
加
さ

れ
少
年
非
行
化
防
J
W

写
少
年
の
健
全
打

成
に
氏
献
し
た
功
労
に
付
し
次
の
十
刀
々

が
た
将
卒
、
札
λ
け
ま
し
た

。

富
山
県
防
犯
協
会
適
合
会
ぷ
彰

的
犯
功
万
れ

｜

：

：
 

mu…
点
防
犯
協
会
剛
州
市
ド

h
J

，’d
，λ
υ
A

．LE上
川
リ

H
U
H
H
’
？
と

－－a山
岡

h
’
K
V
4
4
’’he山

Y
J
a
l－－

家
竹
蛍

貢
氏

。
県
東
防
犯
協
会
表
彰

ト
リ
川
げ
】
仁
川
ゾ
ん

J
M
H1k

凶

r

vuZ引
r山
心
「
ド
れ
U
F

市
川除
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九
八
刈
奈
，
l

防
犯
功
労
お

少
年
納
得
以

9
0水

島

纏
氏

少
年
鮒
導
員

曾
mv村

口

隆
造
氏

青
少
年
を
健
や
か
に

青
少
年
育
成
町
民
会
議

き
る
．

6
H
U日
に
行
少
年
行
成
制

日
町
民
会
泌
の
総
会
が
聞
か
れ
、
次
の

よ・
7
な
ん
針
が
決
ま
り
ま
し
た

地
山
城
あ
げ
て
の
背
少
年
の
健
全
行
成

に
努
め
ま
し
ょ
・
7

0
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
れ
常
的
な
約
成
川
動
の
絡
を
ひ
ろ
げ

λ
ご；

人
t
町
民
の
立
減
の
咋
花
を
め
ぎ
し

て

1
2

0
具
体
的
方
針

l
fい
と
も
を
す
こ
や
か
に
仰
ば
し
、
’
H

i
的
な
川
動
を

T
助
け
す
る

ー
地
域
ぐ
る
み
で
、
日
治
的
な
川
動
を

民
間
す
る

ふ
糸
川
見
、
子
校
、

2
1・h
、ハーじ”
ιふ
J

‘

‘Tノ，
ago
－－‘．
、

で

！・・

川－J
山
町
時
打
の
此
究
成
を
は
か
る

4
fど
L
の
成
長
に
・
小
さ
わ
し
い
山
山

を
勺
く
る

社
会
教
育
委
員
委
嘱

朝
日
町
教
官
、
百
九
五
て
は
4
川
！
日

付
け
で
次
の
ん
々
を
社
会
教
訂
正
fAHに

安
川
唱
し
ま
し
た
任
問
は
三
年
で
す

本
い
川
禿
範
（
的
小
学
校
以
－

小
川
出
（
町
公
民
館
山
－給
協
議
会
以
｝

村
U
附
造
－
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
州
日
抗

一
同
々
を
い
川
一
公
』

折
が
け
．
安
｛
町
体
打
協
会
聞
が
．ド
f

ソ
川
村
章
｛
町
連
人
H
背
年
同
長
）

治
水
と
も

f
（
町
連
合
婦
人
会
長
｝

山
間
久
ぶ
（
町
P
T
A連
総
協
議
会
長

d

川
勝
太
郎
（
学
滋
特
験
者
）

尼
崎
法
｛

H

）

野
山
い
の

4

// 

公
民
館
職
員
任
命

朝
日
町
教
打
吾
川
会
で
は

4
H
l
u

uuけ
で
次
の
ト
々
々
を
公
民
館
職
川
と
し

て
任
命
し
ま
し
た

。
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山
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針

中

小

川

械

が

十

O
青
年
学
級

（教
室
）
主
事

中

心

八

折

谷

時

夫

He，
出
2
h
n
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A
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前
一
川

h
ケ
J
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市
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山
利
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掛
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札
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・1・4

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

講

座

進

行

中

教
育
委
員
会
で
は
、
婦
人
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

今
年
は
、
希
望
に
よ
り
次
の

3
コ
ー

ス
を
開
設
し
、
既
に
後
半
に
人
リ
世
相
々

と
腕
を
あ
げ
て
い
ま
す
，

。
千
年
州
コ

l
ス

桁
い
む
が
小
心
に
は
名
で
す
－
時

間
と
共
に
千
品
も
上
達
し
、
指
仰
さ

れ
る

J
｝
ぶ
し
の
会
”
の
ね
々
と
も

説
慨
を
深
め
、
楽
し
く
勉
強
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
秋
も

F
品
で
で

き
る
よ
・
ー
に
な
り
ま
し
た

C
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指
呼
行
コ
ー
ス

人
数
は
、
ロ
1
日
人
で
す
か
、
幼

児
か
ら
お
年
寄
ま
で
、
一
附
広
く
桁
却

で
き
る
よ
う
内
存
町
山
な
勉
強
が

さ
れ
て
い
ま
す
”

。vγ
代
以
術
行

ヒ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
M
M作
と
、

V
T

H

れ
の
技
術
を
似
件
し
、
も
う
的
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
，

a
R
沖

a－

ーー圃

(4) 

〈写翼I~手話コースの徹子〉
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｜コ ース｜ 老人福祉センター

役

保健センター

ー静 ノ

場
、宮崎漁 港

役場（解叡）

？ 
消防署 あなだも御一緒に

捕
一山・

・
ー、・ 8・ 町敵パス

＼迫宮崎減 跡

ヘ総合体育館 8月16日（日）

施設めぐ。

_r .. 、？吋.1-I. 

翠経鐙~今一

べ 基幹集落センター
棚 山

J三蜂台地

' 
／ 

~ 

町民のみなさん．お盆に帰省されるみなさ

ん．発展する町の様子を実際にその自で確め

てみませんか。

町の施設を紹介し．町政への理解と関心を

深めていただくとともに，県立自然公園を中

心とした美しい自然の中を散策ていただき

ます。

時 間 午前9時～午後3時。

午tili8 Hねり分まで、役場tiliへ接介。

定員 40名、

対象 ~Ol I l町｛di：の）j‘

制II闘f/1¥-Uの ）j、

参 加 費 無料（ただし. ｛ ~ft持参のこと ）

申込み Nl 11 lllJi支均総務諜 （宮 3-110υl付

半以ISlまで・，L:,i,riでIII し j~ ん でくだ

募集要 項
さL、

受付期間 7 I l 1 ：~ 11 ～ 8 J l 8 11 r 

（〉じii になリ J大~＂＇；おUダ〉切ります ）

「

J
q
J
1
1

期 日 8月16日（日 ）

(5) 
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昭
和
日
年
産
米
の

限
度
数
量
の
確
保
を
／

附
初
日
年
産
本
殺
の
事
前
先
波
申
込

山
限
度
敬
u
．帆
に
つ
い
て
は
、
ニ
の
ほ
ど
町

に
れ
い
て
決
定
し
、
外
部
稀
の
牛
深
机

ん
H

．k
b通
じ
て
農
家
の
符
さ
ん
に
通
知

い
た
し
ま
し
た

ご
十
仔
知
の

4
7に、
μ
取
泣
の
小
本
の
引
い
山

給
は
、
出
伐
の
減
退
と
生
産
力
の
向
上

が
チ
恕
以
上
の
テ
ン
ポ
で
進
み
、
一
は

と
過
剰
の
位
介
い
を
強
め
て
い
ま
す

そ
の
た
め
水
川
利
川
川
端
付
い
れ

｛
い
わ

ゆ
る
転
作
）
と
併
行
し
て
も
小
の
口
入
れ

の
敏
umを
制
限
し
ょ
7
と
い
・

7
・K
U
H
で
、

議
米
の
限
度
数
以
が
設
定
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
の
限
度
数
日一m
p町
令
体

て
8
9
0
0
1袋
）
に
つ
い
て
は
、
併

さ
ん
の
光
波
希
望
数
H
Mに
付
し
、
%%

の
水
準
に
な
り
、
多
く
の
符
さ
ん
の
安

望
に
は
必
ず
し
も
い
市
わ
な
い
も
の
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
の
限
度
敬
以

を
町
会
床
で
－
中
均
い
た
し
ま
す
と
、
限

度
数
量
以
上
の
米
の
山
仰
を
達
成
す
る

に
は
、
反
収
間
同
以
上
の
似
訟
を
舷
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
』
と
に
な
リ
ま

す
。最

近
、

2
1
3年
間
の
町
に
わ
ね
け
る

産
米
の
出
荷
状
況
は
、
い
ず
れ
も
限
度

数
量
未
達
成
で
あ
り
、
町
全
体
の
限
度

数
量
の
減
少
の
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

ひさ報一一一一一一あ広

転
作
目
概
曲
械
の
抽
明
大
と
い
う
困
錐
な

情
勢
の
な
か
で
、
伐
さ
れ
た
水
図
で
精

一
一
杯
反
収
を
あ
げ
る
努
力
を
し
、
今
年

こ
そ
限
度
数
鐘
を
上
回
る
収
量
を
あ
げ

牢
ナ
し
ょ
・
ヲ
。

（昭
和
同
年
産
米
穀
挙
前
売
波
申
込

山
限
度
数
紙
農
協
（
支
所
等
）
別
配
分
表
）
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農
業
あ
っ
ち
こ
っ
ち
④

ー
大
豆
作
り
を

機
械
化
で

l

こ
れ
か
ら
の
転
作
作
物
の
エ
ー
ス
と

し
て
大
一立が
ク
ロ
ー
ズ
ア

ヴ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
大
引
ト
ラ
ク
タ
ー
の
音
も

軽
や
か
に
、
み
る
み
る
大
豆
が
は
種
さ

れ
て
い
く
l
l
lそ
ん
な
風
策
が
、
今

年
か
ら
町
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
み
ら
れ

る
本
フ
に
な
り
ま
し
た
。

本
町
で
は
品
目
か
ら
大
豆
作
り
と
い
え

ば
、
車
内
箇
し
た
も
の
争
キ
聞
に

一
本
ず

つ
修
航
す
る
こ
と
が
通
常
の
栽
ほ
万
法

で
し
た
が
、
そ
の
万
法
だ
と
労
働
力
が

か
か
り
す
ぎ
、
る
た
め
、
作
付
面
織
が
な

か
な
か
伸
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
て
町
で
は
、
は
縄
か
ら
収
健
ま

で
の
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
機
械
化
さ

せ
、
谷
地
に
転
作
受
託
組
織
を
つ
く
勺

て
き
ま
し
た
。

初
ア
ー
ル
．Mれ
州
の
は
坊
を
約

一
時
間

余
り
て
は
怖
を
川
rwー
す
る
と
い
う
作
業

速
度
で
す
か
・
り
、
あ
ま
リ
の
H
ー
さ
と

は
怖
い
則
的
に

J
U」
の
大
敵
で
あ
る
ハ

ト
L
Hを
山
川
さ
せ
て
い
る
と
か
：
・

〈写
真
は
大
豆
の
は
温
風
景
〉

園E哩~温話事写守吹J’マ 司 E；で覇亘書司圃・

~·t ：~：；宅崎

今

年

も

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
実
証
回
」

を

実

施

朝
日
町
米
作
改
良
対
策
協
議
会
で
は

今
年
度
も
「
う
ま
い
朝
日
産
米
」
っ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
実
証

川
を
災
施
し
て
い
ま
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
の
北
相
続
管
尽
に
ご
利

川
く
だ
さ
い
。

八実
社
出
会
』
m
H
舟
ぎ
れ
る
打
々
〉

山

地

．K

｛大
い
き
荒
川
ぽ
一
線

五
附
剛
山
地
区
（
H

片
山
）
川
村
山
地
柄

ト
間
保
地
区
（
小
史
）
日
行
日
敏

郵
便
局
だ
よ
り

－
郵
便
受
箱
の

設
置
に
つ
い
て

配
注
さ
れ
た
部
使
物
が
刷
に
ぬ
れ
た

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
釦
．世川口
λ
桁
を

取
り
付
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
断
い
し

＃＋す
。

な
お
鮎
川
院
長
桁
や
表
札
に
は
ご
家
扶

全
日
”
の
氏
名
を
ハ

ッ
キ・リ
と
お
代
日
き
く

だ
さ
い
。

－
役
立
っ
て
い
ま
す

簡
易
保
険
資
金

金
制
の
存
地
山
城
か
・
句
集
め
・
り
れ
た
鮎
州
民

qlvqunJι 

山

崎

地

区

大
家
庄
地
区

（
殿
町
）
稲
荷
二
三

（
柳
田
）
堂
用
秀
雄

(6) 

川
の
陥
問
U
切
似
険
u
m
h仏
全
一
な
と
の
資
全
は

地ト
H
公
共
川
体
に
口
し
出
し
乍
絞
や
逃

路
な
ど
の
崎
培
技
事
業
に
利
用
さ
れ
、
町

の
発
展
と
悩
祉
の
向
上
の
た
め
役

ι勺

て
い
ま
す
n

れ
町
で
は
削
除
他
セ
ン
タ
ー
、
山
崎
小

川
子
絞
ブ
ー
ル
、
上
ノ
山
台
地
M

窃
h
h、生

き
が
い
セ
ン
タ
ー
、
ギ
町
公
九
日
山
ハ
代
主
附
干

の
佳
設
に
・融
資
さ
れ
て
い
ま
す

品
ア月はふみの同

23日raふみの日
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＼
民
金
、
年
金
委
員
委
嘱

、
周
年
、

相
談
に
応
じ
ま
す

例
町
で
は
、
各
町
内
ご
と
に
次
の
打
々
を
悶
M
八
年
金
安
H
と
し
て
を
唱
し
ま
し
た

骨
国
民
年
会
の
加
入
者
や
ま
受
給
者
の
U
々
の

W
ぶ
な
ど
相
品
相
子
に
な
り
て

伺
い
た
だ
い
て
お
リ
ま
す
。

…
 

…
舵

問

郎

一

級
川
町

a中

γ
柳

附…夫

γ品
川
げ
必

一
郎

降
。
一
伸
一
川
町
加
藤
常
助
一
抗
川
・慣
谷
松
太
郎

家

庄

一

R

…
虫
ト
町
松
什
些
二一

t
－N
米

凹

幸

成

i
－
 

像

以
山
岡
政
次

一

1

…
品
門
下
町
肘
波
f
i
z
H
郎

…坑山川
h

大

村

光

悦

備

泊

藤

岡

幸

作

一
小
山
見
松
下

三
郎

一
点－
一浦
伊
藤
市
朗

…
栄
町
’
叫
川
本
線
義

1

野
小
川

M
一
…
抽
唱
団
村
忠
美
子

一小－
A

臼
本
兵
一

一
本

仏

則

市

武

人
ム
ム
円
大
久
保
久
光
一
町
－mM南
部

種

英

…
内
必
芦
的
品
三
円

…
l
泊
I

三
井一八

f
代

川
内
H

外
U

健

一
竹
ハ
内

江

湖

泰

子

…

…

小

泊

l

ハ

介

健

二

泊

2

区

間

川
大
久
保
武

…
”

谷

俊

雄

一

一

l
・泊－
r
1似
知

勝

代
焔
繰
回
古
明

…
片
山
山
本
半
治
…
中
町
大
井
桁
久
下
向
長
谷

繁
松

f
A円、v
川

上

体

二
…

行

谷

宇
一

一

M
m…
以
義
総

…T
伺
・
谷
U

H
抗
日

↑

附
本
杉
本
俊
一
一
K
一
掛
川
大
森
敏
雌

…

”

高

問

龍

雄

…

・内

野
商
品
治
川
…
計

hh

松
原

一
線

…

Ar町
大
谷
広
H

一…

笹

川

－
山祈

野
村
久
四
一

喝行
町

谷

長

松

…k
w

荒

尾

一

…紘

一
帯
川

小

林

義

正

寺
山
大
井
慾
治
一

一
本

町

村

口

陪

造

…

”

折

谷

武

ヤパ

川
藤
田
義
昭
…

五

箇

庄

…宇

町

松

原

高

一…

”

長

井

邦

男

川川
新
鍋
谷
義
輝
一
%
町
大
久
保
仲
秋
一
上
町
柚
木
文
次
…
”
小
林
主
一

泊
分
術
的
…
”
八
木
仙
之
助
…

山

崎

…
”
街
茂
微
太
郎

…
ゐ
本
町
令
森
些

一
…

宮

崎

判

－A
長
派
喜
美
子
一
地
、
h

七

沢

消

松

…

”

真

岩

吉

範

…

勺門

的
河
内
正
美

長
津
明
美
…
川
山
午
国
侍
次

一
H

岡
み

品開
…

”

白

川

逸

郎

谷

政

治

…
“
・
軒
篠
田
龍
寿
一
束
。
針
米
国
務

…

”

前

川

輝
男
一

凡
れ
川

水
野
儀
一

…

“
古
江
守
配
…
…

”

水

品

光

弥

一

”

岡

本

孝

一

谷

口

邦

夫

…
h

川
広
岡
啓
作
一
”
ヰ
寸
崎

和
雄

一

也

上

不

幸

太

…

”

浜

文

士

口

…両
町
魚
津
喜
一
郎
…

境

U

叫

中

野

定

由

…
”

佐

渡

庄

市

一松
丘
町
中
山
昇
一
鳴
水
島
近
太
郎

小
白
池
九
里
留
芳
一

一
行原
町
舟
見
重
男

一
n

水
島

祐

一

仇
川
牧
野
清
次
一

泊

1

区

一

一
”

水
島
伝
一

山
的
新
水
野

吉
雄
…
卜
摘
M
M

魁

板

邦

夫

一

泊

3
区

…
”

水
島

吉
正

幽開

府
辻

清

作

一

4
－M
刷
池
田
宏
文

－納

は

大
村
ト
キ
エ
エ

ド
恨
建

武
男

山

1

小
沢
政
与
一
l
繍
午

品

端

健

一
一気
川・

小

杉

与

松

一

…
J2
町
水
品
周
作

一

美

佐

光

平

…

〈
年
金
委
員
〉

町
大
井

初
回

大

南

改
正
さ
れ
た

国

民

年

金

こ
と
し
も
、
同
民
年
余
法
が
改
正
さ

れ
、
主
船
年
金
な
ど
の
作
柿
年
令
．が、

次
の
よ
う
に
引
き
l
げ
ら
れ
ま
す
．

拠
出
年
余

（似
険
料
を
納
め
て
・
7
け

る
年
分
一
）
は
7
川
、
川
社
年
全
（全
納
川

の
負
刊
に
よ
っ
て
文
弘
わ
れ
る
年
令
）

は
8
け
か
ら
の
実
施
と
な
リ
、
そ
れ
ぞ

れ
9
川
、
日
川

（ま
た
は
は
は
）
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
年
全
が
lA
ね
さ
れ
ま
す

拠
出
年
金
7
け
ア
ッ
プ

日
%
の

m制

。
在
紛
年
金

お
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
人
が
、

白
川
凧
に
な
っ
た
と
き
。
た
だ
し
、
昭

和
5
年
4
月
l

H
以
前
に
生
ま
れ
た

人
は
、
生
年
月
日
に
よ
リ
叩
年

1μ

年
に
制
縮
。

年金紙 （1.68Wl×納付月敏＋I,6110111 

X免除ntt×す）Xl.078 

10～24年に制緩iの人は．

650円x(300ー加入した月数）×

1.078がプラえきれます．

年金額

~ 
806.400阿l桁9.300111
以J4.0l却問 i~43 ,3(市Ol'I
318.臥）（）内 I343.日）（）円
211. 200111 I 292. 40<ll' J 

区分

40年年金
is隼年金

10年年金

5年年金

。
泊
昨
主
船
年
ふ
ド
れ

－
年
以
上
の
加
入
則
聞
が
あ
り
、
主

紛
年
余
の
十
日
燃
の
な
い
人
が

m
Aに

な
ゥ
て
、
他
の
公
的
年
余
制
度
と
7

ラ
ス
し
て
お
年
以
上
e

ま
た
、
川
氏

年
金
以
外
の
年
令
制
度
か
ら
い
も
船

（辺
職
）年
金
が
、
っ
け
ら
れ
る
と
き

u

f
側
川
×
納
付
月
数
×

l
m

。
隙
山
川
年
分
一

（

1
級
）

年
金
制
臼
万

7
f川
｜
↓

m
w
M
5
T蜘
川

｛

2
級
）

年
金
制
切
に
M
I
T側
刊
｜
↓川

H
U
M
Wけ，

！

1
1
 

。
母
子
・
徴
ほ

f
年
金

（
母
子

・
地
中
母
子
加
算
が
も
い
人
）

年
金
額
切
万
l
千
刷
円
｜
↓M

M
m円

（
母
子

・
地中母

f
加
算
が
あ
る
人
）

年
金
頼
関
万
l
F側
円
｜
↓η

U
M
m円

。
遺
児
年
金

年
金
頼
回
万
l
千
刷
円
｜
↓M

万
別
円

。
寡
婦
年
金

夫
が
老
齢
年
金
を
受
け
ら
れ
た
の
に
、

う
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き
、
同
年
以

上
つ
れ
添
っ
た
奥
さ
ん
に
、

ωオ
か

ら
臼
オ
に
な
る
ま
で
支
給
。

福
植
年
金
8
月
ア
ッ
プ

老
齢
福
祉
年
金
「
2
段

階
」に

障
害
福
祉
年
金

所
得
制
限
ワ
ク
拡
大

。
在
附
一川
社
年
全

状
主
義
務
お
の
似
・
人
が
側
じ
り
川

｛
6

人
情
一
併
｝

－
以
ド
の
と
き

年
合
．
一
肌
幻
力
川
｜
↓
却
が
お
「
川

（月
制
2
U
2下
山
川
川
i

2力
4

f
川
｝

・
以
上
か
ら
側
万
川
ま
で

年
金
制
幻
万
川
｜
l
U
M
6
f円

（月
制
2
h
2
f湖
川
↓
2
M
3

F
円）

。
障
害
悩
祉
年
金

（

1
級
）

年
金
額

ω万
5
千
棚
円
l
l

G万
2

子
円

（月
額
3
万
3
F蜘
円
↓
3
M

6
千
円
）

（

2
級）

年
金
額
幻
万
円
↓
お
万

8
T円
（月

額
2
万
2
下
蜘
円
↓

2
万
4
千
円
）

。
母
子
・
準
母
子
年
金

年
金
額
お
万
l
千
仰
向

1
＋
幻
万
4

子
制
問
（
月
頼
2
万
9
子
湖
円
↓
3

万
l
千
加
円
）

※
子
供
の
加
算
額
（
2
人
目
）6
万
円

（3
人
目
か
ら
）
2
万
4
千
円

。
所
得
の
制
限

福
祉
年
金
は
、
年
金
が
う
け
ら
れ

る
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
、
あ
る
一
定
の

額
を
こ
え
る
と
、
年
金
の
支
給
が
止

ま
り
ま
す
。

。
公
的
年
金
と
の
併
給
制
限

必
万
円
｜
↓
特
万
円

(7) 
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分」Hit＇と｜宅地分波｜分線住毛｜宅地分繊
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ひ一一…さ報… ・・・・ あ… 広

－分譲住宅・・…・区画に応じた70種程度の

モテ’ル設計図の中から買主が選んで，

新築された土地っき住宅を譲渡するも

のです。

資金耐で，i，住宅金融公＂の融資金付

住宅とな っています。

－宅地分譲……土地のみを譲渡する もの

です。

056年度分譲募集予定時期

宅地分譲 8月下旬
分譲住宅 9月初旬

。受付申込等詳細

次号 1広報あさひJ でお知らせし ます。

お問い合せは

富山市舟僑北町4番19号

富山県森林水産会館内

富山県ti.；毛供給公社業務課

TEL (0764) 32-5131 

朝日町役場財政課管財係

TE L(3ー1100内線21)

テ
レ
ビ
の
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ス
ポ
ラ
デ
ィ
ッ
ク
E
層

富山県信酎タラフコンクー＇~

統ん
T
A

協統thκ
 

教山
ト
小
九
五

山九

催

似
小
川
川
－
分

山
山
川
区

・
川
教

募

主

応
＠

＠

 

5
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
テ
レ
ビ

の
画
像
が
ゆ
が
ん
だ
り
、
し
ま
模
様
が

は
い

っ
た
り
す
る
電
波
障
害
が
起
さ
る

こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

こ
れ
は
、
日
本
海
上
空
間
日
に

「
ス

ポ
ラ
デ
イ
y
ク
E
層
」
と
い
う
電
波
を

は
ね
返
し
て
し
毒
つ
電
線
層
が
突
然
発

生
す
る
た
め
で
す
。

ふ
だ
ん
は
届
く
こ
と
の
な
い
中
固
な

ど
の
電
波
が
、
上
空
で
反
射
さ
れ
て
日

本
の
テ
レ
ビ
に
飛
び
こ
む
た
め
混
信
障

害
を
起
・
｝
す
わ
け
で
す
。

悦
信
は、

一
1
二
時
間
松
度
で
、
し

だ
い
に
凶
復
し
ま
す
の
で
テ
レ
ビ
の
散

防
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
什
代
、
似
本
的
な
対
策
ト
刀
法
は
、
N－U

一
れ

n

－

，ι

一和
一

白

川

判

h

ド

何

7

へ

z
．一

↑
灯
れ

一
l

守
｜
；

約

一

法

E
け
川
一
川

－け

い
w

l

M聞

か
川！一いん
一…山

ハ
品
川
川

町
山

q

a

川

付

総

統

t

f

h

i

’

）

i

s
 

J

J
V

n

，

（

l
抑

制

川

市
町
づ

い

’

1
3
1
H
努

l
’
・

ム
！

l

l

r

u

川

M
H

い

川A

U
山

少

引

内

1

UH

W

U

U
判

Z

中

（吋
－
x

z

u

収

川

M

J川
県

明

わ

い

－

m
t

J

E

．：
．，f
・
4
一
向
け

r

tt

eι

川

%
J
ド
一
：

般

車

．

山川

以
二
，

M

H
M

mh引
仇

1

一

hH
ι
dn

m
M
＋
A
F

－

－
一

i
‘E

t
－

－勾

俗

紙
一口

組

山
4

・

べ

l
1

i

’
 

川

m
x
伏

叫

締

詳

l
i
－
－

－
＠
＠
 

作晶 ”E

(8) 

H
Kや
郵
政
省
電
波
研
究
所
で
研
究
中

で
す
。

N
H
K富
山
放
送
局

「t
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引
巴
紀
に
p
h
り
て
私

p
b
p
A

富
山
県
何
回
昭
初
旬
年
C
は
置
臼
照
明
汗
ぞ
辿
え

タ
｜
ト
夢
、
き
り
ま
す
。

日
開
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
富
山
県
の
進
む
べ
き
還
を
、
ゐ
与
さ
ん
と
と
も
に
買

い
疋
し
て
い
き
だ
い
と
蓄
え
て
い
ます’
c

あ
円
ゆ
か
ガ
日
ご
ろ
慌
聞
か
れ
て
い
る

、
ぁ
。
の
富
山
田R
L

に
つ
い
て
の
蓄
え
を

．とう
ぞ
お
気
経
に
お
寄
ぜ
く
だ
さ
い。

さあ報・…一一広

。
「
テ
ー
マ
」
の
例
示

・
出
小
川
年
記
八
主
業
と
し
て
‘
次

代
の

f
ど
も
た
ち
の
た
め
に

・
引
刊
紀
を
M
訪
れ
し
た
新
し
い
総
へ
H

．自札
述
の
郷
上
を
魅
力
あ
る
も
の
に

．
山
川
山
引
の
ι
休
業
を
川
・力
あ
る
も
の

．
明
日
の
郷
1
し
を
州
く
す
ぱ
・
り
し
い

計
品
引
を
古
川
て
る
た
め
に

※
ト
記
の
テ

1
7
は

．
例
て
す

内
山
に
応
必
し
て
く
だ
さ
い

。
応
募
規
定

・
応
拡
資
的
ど
な
た
で
も
応
診
て

き
ま
す
”
｛グ
ル
ー
プ
の
応
必
d
u
d
叶
）

・
応
鉱
山
…
数

1
人
何
点
で
も
結
怖

で
す
ν

－
応
必
川
崎
的

l
f千
円
皮

｛
ハ
ガ

キ
で
の
応
拡

L
d吋
）
、
uUJ川

氏

抗、

年
・
俗
、
制
業
、
屯
河
川
添
サ
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い

－
移
民
則
間
附
利
回
年
7
川

l
u

か
ら
7
川
剖
M
ま
で
ω

（榔
送
も

可
、
末
日
消
印
上
旬
効
）

－
送
リ
光
・
聞
い
ん
H

せ
先

出
山
市
新
総
山
輸
1
1
7

山
山

県
広
鰍
諜

「県
民
の
知
忠
」
係

雪
山
山
川
1
3
1
3
1
F県
代
屯

話
）
へ
。

。
応
募
の
結
果
は

．
入
選
発
表
は
ι半
年
9
Hけ
の
予
定

－
入
選
者
に
は
知
事
の
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
足

－
入
選
作
品
め
著
作
権
は
県
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
、
作
品
は
原
則
と

し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

谷
口
ゑ
と
さ
ん

安
定
し
た
待
遇
と

楽
し
い
生
活

自
衛
官
募
集

採
用
人
員

二
等
陸
士

お

名

二
等
海
士

7
名

二
等
冗
エ
士

1
名

時
歳
以
上
お
歳
未
満
の

男
子

資

格

谷
U
ゑ
と
さ
ん

戸小
．山
き

か

7
川
2

日
で
尚
．
h
岐
を
迎
え
ら
れ
、

川町知市ド、

町
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
配
い
状
と
けん
な
品

が
附・
しつれ
ま
し
た

谷
U
さ
ん
は
川
前
同
年
の
生
ま
れ
て
、

現
ト
什

5
人
作
L
h
Mmは
、
日
入
、
ひ
Mm

m入
、
ひ
ひ
係
7
入
。
H
H
いか
少
し
泌
い

も
の
の

U
は
川
る
く
、
健
康
な
れ
ば
あ

ち
ゃ、
ん
て
、
テ
レ
ビ
を
は
る
こ
と
と
、

時
々
、
訪
れ
る
係
な
ど
を
は
る
の
が
殺

し
み
で
、

「
ま
た
も
・7
ろ
く
は
し
て

お
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
谷
川
さ
ん
の
も

っ
と
も
勺
と
公
生
き
し
て
は
し
い
も
の

で
す戸Z

J、

イサ

昭
和
同
年
7
け

l
uか

ら
9
月
以
臼
ま
で

特
別
職
国｛
失

事

H

初
任
給
9
万
l
「
刷
川

ボ
ー
ナ
ス
3
凶

（け
ヵ

バ
）

待

遇

申

込

先

朝
日
町
役
場
総
務
課

（屯
3
1
1

1
0
0内
線
日
）
ま
た
は
、
自
衛

隊
魚
津
連
絡
事
務
所

（電
0
7
6

5
1
M
1
1
0
3
6
）
へ

(9) 

内ペ
J
V

叫べ
J
V

司べ
一v
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一面
む
州
制
塑

バ
ン
ド
リ
騒
動
の
一

一
一

一

山側

、

売

だ

い

ご

西

東

一

1
二

J

…

…
「
i
l
i
l
i
li
－
－
し

川
上
宅
l
泊
本
町
…

…

明
治
2
年
の
夏
は
長
雨
で
稲
に
枯
穂
日
月
2
日
7
千
人
程
に
な
っ
た
農
民

…

一
が
あ
ら
わ
れ
大
凶
作
と
な
っ
た
。

は
泊
本
町
で
も
十
村
役
や
問
手
代
の
家

一

…

高
山
市
町
内
で
は
特
に
新
川
都
内
が
ひ
を
次
々
に
焼
き
、
こ
わ
し
ま
わ
っ
た
が
、

…

一
ど
く
、
村
々
の
．
h
併
は
は
収
納
米
の
改
正
忠
次
郎
と
側
近
は
小
沢
民
喜
四
郎
宅
に
一

…
等
を
願
い
で
た
が
聞
き
い
れ
ら
れ
ず
、
招
・
か
れ
、
な
ぜ
か
お
と
な
し
く
馳
走
に

…

一
つ
い
に
新
川
郎
内
の
百
件
逮
は
バ
ン
ド
な
リ
床
に
つ
い
た
。
そ
の
刊
日
未
明
に

一

一
リ
を
務
て
所
々
に
集
ま
り
騒
ぎ
た
て
た
。
郎
治
日
切
の
－
M
r紋
に
踏
み
こ
ま
れ
炎
日
か

一

一

こ
れ
が
作
名
な
バ

ン
ド
リ
騒
動
で
あ

ら
逃
げ
の
び
た
が
、
つ
い

に
人
桜
口
町
で

一

…
る
。

捕
、
え
ら
れ
た
。
農
民
が
一
山
本
町
を
坑
二

一

ぷ
山
町
一
以
越
村
の
忠
次
郎
を
許
制
と
し
ま
わ
っ
た
時
、

一
懇
の
斧
が
川
十
宅

一

…
し
た
農
民
は
、
中
新
川
郎
よ
り
ド
新
川

の
単
一…
々
と
み
が
か
れ
た
大
泉
村
に
4
m
…

一
郎
へ
と
進
み
山
町
に
一余
っ
た
。
そ

の

途

×

l
仰
の
キ
ズ
跡
を
伐
し
た
だ
け
で
民

一

一
小
で
十
村
役
人
の
um敷
や
物
持
の
山
本
を
民
は
引
上
げ
て
い
づ
た
と
い
7
．

一

一
打
ち
ニ
わ
し
た
り
焼
払
っ
た
。

一

…

（写
真
は
斧
キ
ズ
の
大
黒
柱
）

4

－園
田
圃
f
H
11
4
E
h－

－

h
Ti
iげ
は
川
川

U門
川
M
M
H
M川
川
川
川
岡

山

画
E
E
宮
vJ

い
い
岡
山
川
山
川
山
川
出

m山
山
山
山
山
山
山
凶
剛

…

一溜
咽
川

J
ω川
河
川
川
川
棚
川
川
川
棚

…

，

掴

mmm繍

U
V
FM
V

i
ヘぷ
事
劃
胤園町圃圃
園田園・・
圃

・

…

…v
LM詔町民
即
時
船
越
闘剛
圃

園

田

…

－

a

・・馴別1リ
1
1
1
1
r
t
j

圃・・・
・・

一

一

恒

国

園

川
7
Z
1
1
・L卜
t

j

t

圃・・・
・・

一
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町
土
美
化
運
動

啓
も
う
作
ロ
∞

• 
泊
小
学
校

6
年浜

田
多
希
子

自
然
を
大
切
に

私
の
ん
糸
の
績
に
木
流
川
と
い
う
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。
家
の
中
か
ら
外
を
見

て
い
る
と
、
こ
の
川
に
ゴ
ミ
を
総
て
て

い
く
人
を
た
ま
に
見
か
け
ま
す
。

そ
の
人
遣
の
ゴ
ミ
を
鈴
て
て
い
る
悌

子
を
み
て
い
る
と
、
何
か
い
か
に
も
思

い
が
を
し
て
い
る
よ
7
に
、
お
ど
お
ど

し
て
人
け
を
さ
け
る
よ
ー
に
し
て
投
げ

約
て
て
い
く
の
で
す
ら
「
ア
ペ

ダ
メ

グ
一し
と
さ
け
ん
で
み
て
も
、引払
は
そ
の

人
述
の
が
を
必
く
い
え
な
い

の
で
す

そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
ね
し
た

ま
に

（少
し
ぐ
ら
い
折
て
た
「
て
、
ど

う
勺
て
下
な
い
か
・

2
と
ア
イ
ス
の
uw

な
ど
、
ポ

i
／
と
折
て
た
り
し
て
し
ま

う
が
が
あ
る
か
ら
で
す
そ
の
人
法

L

き
ゥ
と
た
ま
に

｛少
し
ぐ
ら
い

｝
と
思

ウ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
こ
の
た
ま

γ
少
し
位
iq
J・7
心
が
、
ょ
の
川
を
よ

ご
し
て
い
る
似
川
だ
と
思
い
ま
す

山
に
だ

り
て
、
そ
う
い
・7
hA
持
ち
で

ヴ
ミ
合
的
て
る
人
が
い
ま
す
ど
の
人

も
み
ん
な
こ
ん
な
所
に
ゴ
ミ
を
品
川
て
て

は
い
け
る
い
の
だ
と
い
7
が
は
わ
か
勺

て
い
る
の
で
す

川
に
ブ
ミ
を
折
て
る
と
泌
ま
で
小川れ

て
い
く
わ
け
で
す
。
海
水
浴
で
ゴ
ミ
と

い
っ
し
ょ
に
泳
い
で
気
持
ち
が
い
い
で

す
か
？
き
れ
い
な
川
や
海
を
見
、
美
し

い
浜
で
泳
き
た
か
っ
た
ら
、
ま
ず
自
分

が
そ
し
て
み
な
さ
ん
が
、
川
に
ゴ
ミ
を

総
て
て
い
な
か

っ
た
か
考
え
て
み
た

ら
ど
う
て
し
ょ
・7
か
。

そ
し
て
も
し
自
分
が
、
み
な
さ
ん
が

総
て
て
い
た
と
し
た
ら
、
き
た
な
い
川

や
小
ゆ
だ
、
ゴ
ミ
と
い

っ
し
ょ
に
泳
げ
な

い
な
ん
て
芦
え
な
く
な
る
で
し
ょ
う
ν

そ
う
で
す
、
川
に
ブ
ミ
を
鈴
て
て

一

各
州
る
の
は
私
達
で
す
a

山
に
だ
っ
て
川
じ
が、

ハ
イ
キ
ン
グ

に
行
勺
て
も
ゴ
ミ
が
散・
り
か
ゥ
て
い
て

は
、
気
持
ち
よ
く
深
呼
崎
も
出
米
な
い

し
了
除
っ
ぱ
で
泌
そ
べ
る
が
も
出
米
ず
、

こ
れ
じ
ゃ
せ
ゥ
か
く
さ
て
も
何
に
も
な

ら
な
い
、

A
品
は
こ
こ
に
米
る
の
は
よ
そ

う
、
と
い
う
え
持
ち
に
な
勺
て
も
仕
打

が
な
い
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
は
ど
う

で
し
ょ
う
か、

h
A
分
よ
く
、
楽
し
く
が
一

ひ
満
足
し
て
削
れ
る
に
は
、

一
人

一
人

の
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
・

7
%付
%
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
山
や
川
な
ど
の

’川
然
を
大
切
に
し
て
、
川
や
川
県
、
町
を

き
れ
い
に
す
る
よ
う
み
ん
な
で
つ
と
め

ま
し
ょ
う
ω

i Lふる 山
る ゥ 、ニやゴ
よとこの川
うん の 川を ー
に で山を 大つ
努、 へみ切
1Jすオと たに’や
しがたらすカ
ま すらえ る ン
しがい 作’I~ ー
よ し ゃち の 本
ういなカζ ー.fi台

と すLょっ う
いでくでの
わもな すも

q
u
q
J
n
u寸

高
山
植
物
を
大
切
に

、、Ea
’’

h
u
u
 

－－－
E
A
 

’’EEE
‘、

富
山
営
林
署

今
年
も
↓皮
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
、
え
ま
し

た
。
私
達
は
朝
日
品

一
帯
を
、
か
け
が

え
の
な
い
先
但
か
ら
の
財
産
と
し
て
、

次
の
世
代
へ
永
久
に
引
き
継
い
で
行
か

な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

可
憾
な
花
を
咲
か
せ
て
弦
山
者
の
心

を
な
ご
ま
し
て
く
れ
る
高
山
刷
物
は
、

厳
し
い
向
然
の
中
で
制
い
生
命
を
懸
命

に
生
き
て
い
ま
す
の
で
、
踏
み
つ
け
や
、

摘
み
と
・
句
な
い
で
、
次
に
き
た
人
に
も

は
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ら
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今
年
も
本
格
的
な
夏
め
海
水
浴
シ
l

ズ
ン
を
迎
、
え
ま
す
が
、
最
近
は
海
洋
レ

ジ
ャ
ー
の
普
及
に
よ
り
プ
レ
ジ
ャ
ー
ポ

ー
ト
な
ど
の
小
型
船
舶
が
地
え
て
お
り
、

そ
れ
に
伴
い
道
旅
者
へ
の
危
険
性
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す。
海
水
浴
さ
れ
る
人
や
、
小
型
船
舶
に

よ
る
レ
ジ
ャ
ー
歩
桑
し
む
人
は
次
の
、
」

と
に
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

ひ ………－－M3I 1号…………習＇°＂ nふ71~ ~~tt~ …… 

－
海
水
浴

（灘

き

す

る
人

同
遊
泳
は
、
う
き
、
ロ
ー
プ
等
で
区

切
ら
れ
た
場
所
以
外
で
は
し
な
い

・

』

L
」。

ωで
き
る
か
ぎ
り
単
独
遊
体
は
さ
け
、

特
に
潜
水
遊
び
な
ど
の
危
険
な
行

為
は
し
な
い
こ
と
。

問
プ
レ
ジ
ャ
ー
ポ
ー
ト
等
の
接
近
が

予
想
さ
れ
た
と
き
は
、
平
目
に
避

絡
す
る
こ
と
。

さ報………・…あ一広

日

小

型
船
舶
に
よ
る
レ
ジ
ャ
ー
を

楽
し
む
人

的
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

l
ト
を
も
っ
た
ら

マ
リ
ン
ク
ラ
ブ
、
マ
リ

i
ナ
等
に

加
入
す
る
な
ど
船
舶
、
機
関
、
機

器
、
救
命
設
備
の
取
扱
法
や
、
気

象
等
に
関
す
る
知
識
の
か
ん
養
と

向
上
に
努
め
る
こ
と
可

ω海
上
気
象
の
変
化
に
注
意
し
、

余
裕
あ
る
航
海
計
画
を
立
て
、
』
z

…

理
な
出
港
を
避
け
る
こ
と
。

H
W
荒
天
機
倫
及
び
早
期
避
絡
を
励
行

す
る
こ
と
。
ま
た
、
視
界
不
良
時

の
出
航
は
さ
け
、
途
中
で
視
界
不

良
と
な
っ
た
と
き
は
、
u丸
刈
取
り
を

強
化
し
、
安
全
な
速
力
の
維
持
に

努
め
る
こ
と
。

凶
船
体
、
機
関
の
悠
備
、
特
に
出
航

前
の
点
検
繁
備
は
念
入
り
行
い
、

不
良
箇
所
の
早
期
発
見
に
努
め

’hy
｝・と
。

閥
単
独
操
航
は
極
力
さ
け
る
と
と
も

に
、
帰
投
時
刻
等
を
関
係
者
に
述

給
し
て
お
く
・｝と
。

同
人
が
遊
泳
し
、
そ
の
他
小
舟
が
川

遊
す
る
場
附
で
の
疾
走
、
縫
航
等

相
手
に
不
安
又
は
危
険
を
感
じ
さ

せ
る
主
ヲ
な
行
為
は
絶
対
に
し
な

い
こ
と
。

キ
ャ
ン
プ
を

さ
れ
る
み
な
さ
ん

い
よ
い
よ
キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
し
た
。

き
ま
リ
を
守
っ
て
山
本
し
い
キ
ャ
ン
プ

を
し
ま
し
ょ
・
7
0

・
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
｜
今
年
’
る
州
場
介

は
や
前
に
消
防
将
へ
凶
出
る
。

－
届
出
の
用
紙
は
消
防
符
に
あ
り
ま
す
匂

・
立
木
及
び
テ
ン
ト
等
よ
り
ぬ
い
川以
上

織
れ
た
一
的
で
’
付
7
。

－
火
の
飽
径
は
日
μ
川以
上
に
し
な
い
ω

・
午
後
日
時
ま
で
に
や
め
る
。

－
終
了
後
は
完
全
に
消
火
し
確
認
す
る
。

・
気
象
の
状
況
が
火
災
予
防
上
危
険
な

と
き
は
、
火
の
使
用
を
制
限
し
ま
す

か
ら
消
防
署
の
指
－

mに
従
う
。

－
以
上
の
・
｝
と
を
守
ら
な
い
と
き
は
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

l
の
使
用
の
禁

止
を
命
ず
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

激

変

す

る

山

の

天

候

い
た
ま
し
い
山
岳
遭
難
事
故
を
防
止
し
よ
う

中

？ 
？ 
守

守

中

守

？ 
守

？ 
？ 
？ 
守

？ 

？ 

？ 

守

守

？ 
？ 
守

守

中

守

？ 

？ 
中

て （刈牝）（刈：
役小朝あなを 断 は る
場川日りおよ地 す 気 入 登 よ

霊j孟町手登〈 元る象ら山；
泉 警 山閉め 。状なコる

課元察 届く 人 況 ぃ I ~ 
観湯官はやに 。スる
議派次、 注以；

出の小意外守
所と屋しゃ 3

;; 'A 正融：
にの確 1也ら
備意に僚よ
え見制j へ3

守

近
年
、
レ
ジ
ャ
ー
人
口
の
地
加
に
伴

い
登
山
多
干
る
人
も
地
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
伴
い
無
謀
な
登
山

や
経
験
不
足
な
ど
の
原
因
に
よ
る
遭
縫

事
故
も
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
豪
雪
の
影
響
で
、
朝
日
岳
一

帯
も
平
年
を
、
フ
わ
ま
わ
る
残
雪
が
あ
り
、

充
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

登
山
さ
れ
る
人
は
次
の
こ
と
を
必
ず

守
リ
、
楽
し
い
登
山
を
し
ま
し
ょ
う
。

国（回国（斗（ー）

登
山
届
を
必
ず
出
し
て
入
山
す
る
。

単
独
登
山
は
し
な
い
。

無
理
な
計
画
、
日
程
は
組
ま
な
い
。

食
糧
、
装
備
は
充
分
に
用
意
す
る
。

目
的
の
山
を
よ
く
研
究
す
る
。

~ 

正
し
く
使
っ
て

楽
し
い
花
火

花
火
の
ン
｜
ズ
ン
に
な
リ
ま
し
た
，

桶
ま
し
い
H

化
火
の
が
此
を
水
然
に
防
ぐ

た
め
次
の
併
を
守
ゥ
て
が
此
の
な
い
よ

‘
フ
山
本
し
く
遊
び
ま
し
ょ
・
7

－H
化
火
に

A
い
て
あ
る
遊
び
打
を
よ
く

読
ん
で
、
か
な
ら
ず
守
る
い

・
化
火
を
人
や
心
不
に
向
け
た
り
、
燃
え

や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊
ば
な

・
風
の
強
い
と
き
は
、
花
火
遊
び
は
や

め
る
。

－
水
を
用
意
し
て
お
く

0

．
大
人
と
一
緒
に
遊
ぶ
。

・
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、

一
度
に
火
を

つ
け
な
い
。

・
正
し
い
位
置
に
点
火
す
る
。

・
吹
出
し
、
打
上
げ
な
ど
の
筒
も
の
花

火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
を

の
ぞ
か
な
い
。

・
花
火
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
。

．
花
火
を
ほ
ぐ
し
て

遊
ば
な
い
。

、‘．．
 ，，
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A
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悦
例
の

「あ
さ
ひ
ま
つ
リ
」
が
よ
と

し
も
8
月
l
日
か
ら
3
臼
ま
で
燥
大
に

俄
さ
れ
ま
す
。

主
な
行
事
は
次
の
泊
り
。

8
月
l
自
由

・
あ
さ
ひ
血口頭
町
流
し
。

8
月
2
日
畑

・
海
上
’
H
衛
隊
舞
鶴
配
日
米
隊

街
州
パ
レ
ー
ド

・
ス
テ
ー
ジ
減
奏

．
児
島
忠
ク
ラ
ブ
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大
会

．や
り
び

7
1の
ど
向
機
大
会

ゲ
ス
ト
六
回
真
岡
崎

8
月
3
日
側

・
歌
の
フ

ェ
ス
テ
ィ
パ
凡

一
部

の
ど
自
慢
コ

ン
ク
ー
ル

二
部
・
歌
論
シ
ョ
ー

（出
演
石
坂
智
子
、
松
本
ち
え

f
、

古
A
7
宇
八
州制
）

※
な
お
、
商
工
会
で
は
の
ど
自
慢
に
出

場
さ
れ
る
方
、
又
は
出
店
を
希
弔
さ
れ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

朝
日
町
商
工
会

闘
の
ぎ
り

昌
弘
弓

EJ

多
彩
な
行
事
が

イ
ッ
パ
イ

さあ報….....一広

税

務

課
だ
よ
り

E・不
動
産
取
得
税
の
改
正
点

こ
の
税
は
、
家
屋
な
ど
を
新
築
嶋
改

築
さ
れ
た
り
、
売
買
・
贈
与
な
ど
に
よ

っ
て
不
動
産

（土
地
・
家
屋
）
を
取
得

さ
れ
た
と
き
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
税
金
で
す
。

主
な
改
正
十
日
…
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＠
機
準
税
率
の
改
正
に
つ
い
て

昭
和
的
年
に
創
設
さ
れ
て
か
ら
、
取

得
価
怖
の
3
一則
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が、

ニ
の
た
び
の
改
正
に
よ
リ
、
昭
和
同
年

7
灯
l
H以
後
に
取
得
さ
れ
た
不
動
品
川

に
つ
い
て
は
4
一削
に
改
正
さ
れ
＃
f
」
ト句

。

次
の
州
場
介
は
、
従
米
ど
お
リ
3
一間

の
税
率
が
適
応
さ
れ
ま
す
。

一
、
仕
ん
と
の
取
仰
に
つ
い
て

附
初
日
年
7
川
l
H
か・り川
町
利
引
年
・

6
月
初
日
ま
て
の
問
に
取
得
さ
れ
た
場

ノ
t

h

任
主
以
外
の
家
um
に
勺
い
て

昭
初
日
年
6
H
l
日
前
に
新
築
工
が

に
比
例
予
さ
れ
た
む
が
、
川
和
町
年
目
川

訂

H
ま
で
に
そ
の
家
以
を
取
川
刊
さ
れ

』
川
一
刷
句
、
，

サ
J

’守
恥
H

，f
t

＠
新
築
特
例
適
用
住
宅
に
つ
い
て

昭
和
回
年
7
H
1
8
以
後
に
取
得
さ

れ
た
新
築
特
例
通
則
住
宅

（延
山
怖
い
則
的

が
陥
千
万
口
以
下
で
、
－
千
万
υ
川中イり

の
説
価
制
が
8
7
0
0
0
刊
以
ド
の
也

物
）
に
つ
い
て
は
、

l
戸
に
つ
き

ω万

同
が
価
格
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。（
従
来

は
、
制
万
円
）

＠

特
例
歩
受
け
る
た
め
に
は
、
取
得

さ
れ
た
日
か
ら

ω臼
以
内
に
申
侍
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

＠
住
宅
用
の
土
地
に
つ
い
て

一
定
的
要
件
を
満
た
す
場
合
に
限
リ

制
伐
の
減
税
等
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
要
件
そ
の
他
洋
し
い

こ
と
に

つ
い
て
は、

〒
矧
魚
津
市
新
宿
叩
の
7

品川…涼
県
続
事
務
所

T
E
L
0
7
6
5
1
例
1
5
3
1
1

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税

こ
期
分
）

固

定

資

産

税

（
二
期
分
）

－
湿
の
献
血
・

悩
力
者
名
1
4
・5
月
実
施
分
｜

境
地
区

肝
川
辺
川
、
兵
時
俊
が
．
水

品
五
十
夫

宮
崎
地
区

加
威
川
町
進
、
同
本
述
也
、

水
i

仏
附
：
．
M
谷
川
：
十
、
水
・
川
．汁．

訂
作
叩

＼

本
川
久
犬
、
内
山
明

μ紀

f
日
行

↑
問
、
校
本
側

一

笹
川
地
区

竹
内
秀
字
、
竹
内
駒
内
山
．

折
。
．
汁
弘
‘
．K
作
品
川
来
．
折
ハ
介
咲
．

折
谷
中
じ
、
小
林
称
wm、
小
林
「
代

美
、
竹
内
一
夫
、
小
林

一
季
、
長
井

静
乃
。

泊
一
区
坂
東
昌
春
、
千
回
義
光
、
居

波
正
志
、
島
端
清
志
、
武
田
制
昭
、

清
水
順
一
、
湯
島
智
恵
、
島
端
勉
、

谷
口
道
子
、
魚
津
敦
子
、
谷
中
繁、

松
倉
秀
夫
、
尾
山
幸
郎
、
篠
沢
よ
し

子
、
古
沢
卓
式
、
清
原
芳
雅
、
消
原

為
芳
、
大
谷
昌
代
、
武
田
美
津
千
、

谷
中
正
チ
、
松
汁
え
つ
子
、
玉
木
伝

之
、
氷
見
徳
太
郎
、
越
坂
邦
夫
。

泊
二
区

石
沢
佐
紅
、
米
間
真
づ
、
荒

尾
弘
、
秋
一応
口
忠
之
、
佐
波
陥
附
一川
、

従
υぬ
松

f
、
前
川
弘

f
、
尾
崎
サ
ヘ

川
A
H
弘
美
、
久
我
口
幸
子
、
大
村
山
削

子
、
舟
配中
真
佐
チ
、

車りい川村川

f
、
後

泌
幸
男
、
十
本
判
明
、
米
間
六
彦
、

問
中
秀
夫
、ト
守
的
朝
子
、
高
肺
野
稔
、

令
沢
英
一
一、
山
間
利
勝
、
伊
藤
治
、

午
的
，

m必
、
佐
政
山
菜

f
、
加
帳
w印

刷
力
、
内
山
製
談
、
魚
住
川
川
子、

a寸
附

他，
l
、
以
来
純
造
，

泊
三
区

柚
本
一いわし心、

杉
削
減
、
千
以

．A
品川
、
長
官
什
志
、

－十
問
友
成
、

．十
以

収，

k
m一一以
刊
応
、
鉱
閉
政
治
、
山

附
他
湖
、
水
野
弘
、
仲
町
卜
作
品
仰
f
、

広
川
必
俊
雄
、
桶
川市
出附

f
、
桶
川
忠
則
山
、

前
の
り

f
、
間
外
議
的
、
村
川
1

川、

大
Jr広
夫
、
小
し肥
法

f
、
山
川
進
、

大
千
明

f
、
川
市
…
以
辺

f
、
込
地
問
、

込
他
州
f
、
水
ド

一
人
、
．
中
川
株
売

五
箇
庄
地
区

広
川
側

一
郎
、
山
本
村

犬
、
川
村
峠

f
、
新
川
久

f
、
水
仲
町

山川
筒
、
松
山
山
問
、
追
川
相
弘
、
知

山川知
H

一
、
内
村
尖

M
、
ト
陶
戊
義
脱
、

隼
山
文
夫
、
舟
見
恵

一
、
山
手
妙
子
、

教
家
孝
子
、
教
家
普
継
、
荒
木
忍
、

河
内
和
憲
、
福
島
み
え
子
、
沢
悶
雅

文
、
浜
川
照
美
、
長
谷
川
ミ
チ
、
浜

川
つ
じ
、
大
沢
淑
子

商
係
地
区

土
井
優
子
、
谷
間
直
造
、

谷
口
繁

一
、
字
問
速
雄
、
谷
口
宗
次
、

竹
内
ハ
ツ
エ
、
長
崎
美
知
代
．
南
郡

明
俊
、
縦
地
安
之
助
、
消
水
忠
美
子

山
崎
地
区

大
井
維

f
、
九
県
文
伎
、

巾
木
亨
志
、
清
次
明
代
、
上
不
良
雄
、

大
地
勝
也
、
谷
口
育
忠
、
長
市
撒
治
、

民
法
明
美
、
山
市

一
夫
、
稲
仇
催
、

長
津
市
川
忠
、
仙
名
町
穴

f
、
秋
山
利

f
、

化
吋
勝
刷
、
長
治
時

一
、
仙
ゃ
れ
A
m保、

f
、
民
間
弘
明
、
名
峰
郎
総
、
鍋
山

－e
J
Z
 

大
家
庄
地
区

高
川
相
刷
、
新
出
直
視
、

出
水
澗

f
、
出
水
川
崎
明
、
以
U
品
川
川
治
‘

以
U
仁
志
、
山
川
町
苧
樹
、
古
川
進
、

市制岡
正
男
、
前
川
ぬ
い
、
制
川
義
明
、

凶

m仮
初
、
必
山
形
犬
、
似
ぷ
・
附
雄
、

上
H
針
久

一

（

問
名
）

、‘‘．，，，
凸
7
ム
M・

E

・
E
A

，，SE
・‘、

朝
日
町
善
意
銀
行

H
N
会

MMmの
た
め
に
と
、
次
の
ん
々

か
ら
駒
内
立
の
仙
川
北
が
あ
リ
ま
し
た
巳

マ
山

川

水

・い川
け
川
他
さ
ん
よ
り
5
．h
川

マ
淀
川
浦
川
’
l
．
．
 

次
さ
ん
よ
リ
忠
人

小
川
し
け
き
ん
の
ご
九州
け
に
－－
め
い

加
を
析
へ
心
し
て

l
M
川
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A行

日 時

場所

相談員

キみ豪
雪な療
とお法
いそを
了う

さ

年
を
経
る
と
多
か
れ
少
な
か
れ
、
絞

め
痛
み
が
出
て
き
ま
す
。
大
部
分
は
太

も
も
の
筋
肉
が
弱
っ
て
膝
に
無
尽
が
か

か
る
た
め
に
山
山
て
く
る
痛
み
で
す
。
こ

の
太
も
も
の
筋
肉
は
、
削
除
の
・
玩
定
性
の

た
め
に
重
要
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で

こ
れ
を
し
っ
か
け
と
さ
せ
る
こ
と
が
何

よ
リ
大
必
に
な
っ
て
き
ま
す
、
例
え
ば

手
術
を
す
る
場
合
で
も
ニ
の
筋
肉
が
判

っ
て
い
れ
ば
効
果
が
期
待
で
き
な
い
の

で
予
術
の
前
に
充
分
な
体
協
怖
を
さ
せ
て

手
術
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

太
も
も

｛四
頭
筋
）
体
操

ド
の
Md市
民
の
械
に
拘

f
に
坐
っ
て
足

を
持
ち
上
げ
膝
を
し
プ
か
り
と
の
ば
し

υ
位
打
を
起
こ
し
ま
す
e

簡
単
な
ょ
っ
に

見
え
ま
す
が
筋
肉
が
坊
っ
て
い
る
と
な

報…………あ

ご案内
政 相 談
第 I、3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川l上嘉一（宮 3-0050) 

広

相談ごと

か
な
か
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
他
の
人

に
帥
燃
が
仰
び
て
い
る
か
ど
う
か
織
か
ら

み
て
も
ら
ゥ
て
く
だ
さ
い
ザ
で
き
れ
ば

い
判
数
え
て
く
だ
さ
い
却
が
ど
め
な
ら

却
で
む
叩
で
も
紡
憾
で
す
，

tav
つ
一
つ
の
打
法
は
、
ね
こ
ろ
ん
で

足
を
伸
ば
し
た
ま
ま
持
九
ト
げ
ま
す
。

こ
の
時
に
大
が
な
の
は
、
起
を
トしげ
す

ぎ
な
い
で
枕
l
つ
分
九
以
上
げ
る
と
い
・
1

こ
と
と
、
膝
を
伸
ば
し
、

M
位
打
そ
起
こ

す
と
い
う
こ
と
で
す
．
5
つ
程
数
え
た

配相 談
第 3火曜日

午前10時～午後 3時

朝日町悩祉センタ一

法務局黒東:lioJk所

A人権法律相談

時 7J.l 21日（刈

午後 l時ー午後4時

朝日町福祉センタ一

人権機議委員

上回懲二（宮 2-0127) 

イ1:EH祐うち・（宮 2-2164) 

草野三郎（宮 2-1034) 

ム登
日時

場所

相談員

日

場所

相談員

・り什
m
’h
．

ω川
か
・
り
日
川
れ
し
て
．
十
き

い
‘
H
W
f
に
ヤ
ゥ
て
す
る
の
も
‘
似
て

す
る
の
も
来
に
で
き
る
よ
－
7
に
な
れ
ば

犯
行
に
1
1
2
い
刊
の
弔
り
を
勺
け
て
も

砧
備
で
す

ど
九
・
り
の
十
刀
法
も
無

N．
な
坊
へ
H

は．

ね
こ
ろ
ん
で
足
を
伸
ば
し
除
の
い
災
そ
ワ

ト
ン
に
お
し
つ
け
る
よ
・
1
に
し
て
ド
さ

、
。

L
 ム心配ごと相談

時毎週火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福hlセンター

｛宮 3-0576) 

日

泊

病

院

白
木

徹

r 
所

A交通事故巡回相談
日時第 1・3H曜日

午前10時～午後3時

黒鶴市中央公民館戸斤

場

場

お
m
切
で
危
と

お
《
や
め

（附
何
回
年
6
川
同
日
攻
作

お
す
こ

州
伺
什
限
姉
同
時
犬
・

μ女
一二
初

段

水

山

地

は

，一川・長
男

陥

介

役

氷

山

mza
二
%

俊

之

僑
向
町
大
．
山
γ

広
心

一一
心
弘
知
日

夜
三
浦

町

行

本

除

後

・公

明

広

本

町

広

川

正

是

以

女

川

縦

一

川

本

町

大

仰

い

い

之

以

K
さ
っ
き

卜

町

脇

山

文

明

二
女
美
山
希

日

米

町

十

日

深

功

長

男

時

行

子
柳
，一

K

磯
山
一
川
剛
長
男
派
樹

他

ヶ
，
h

公
述
附
郎

三
女

別
忠

胞
ヶ
，
h

・礼
端
久
義
－
い
以
町
内
先
彰

u
円
山
西
町
奥
山
肌
犬

二
女

恩

給

f

亦

川

新

田

英

綾

長

女

符

代

亦

川

嶋

茂

従

長

女

美

紀

町
市
川
附
南
部
利
夫
一
長
国
内
向
樹

下

山

新

悔

沢

義

弘

二

男

俊

史

下

野

川

瀬

維

治

一

長

男

恭

輔

｛主土道小 j事越倍商萩竹 i毛
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山
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・
へ
岐
川
町

O
米

．h
l

町

山

化

げ

島守
’

Mμ

O
小

一
両
町

人
駒
内
則

。
小

川

山下
一
叫
川
小
川

O
京

市

野

i

F

 

O
州

町

川
古
郡
山

。
筑
川
三
l
H

従
川
一一一l
H

O
淀
川
問
J
H

舵
川
川

I
H

O
K仲
川

A
吋

川純
白

拙
巴

中
小ι串

－

n
 

．、、
卸
行2

3

 

・4
f

・hv
a
開
．

L

h

h

リ

，r
T

uuu 

l
－

－

 ．、
a
R
1
 

。
お
く
や
み

終
一

川

笹

川
上

績

尾

清

水

町

上

道

下

上

道

下

月

山
竹

の

内

竹

の

内

金

山

金

山

I" JI: ,('; 

災』： 11':it’i 

r ；.ぇ｛宇 一・ i
 

f
t
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一ァ
．P

；
’一

、

，ー

で
ほ
河

．
可
’

－V民一ト・
J

拘
一

本
年
昨
ほ
の
町
営
プ

i
ル
聞
き
が
6
月

初
日

（土
）
に
行
わ
れ
、
水
の
ン

i
ズ

ン
の
幕
あ
け
を
し
ま
し
た
。

開
放
に
さ
き
だ
ち
、
住
吉
収
入
役
よ

り
、
事
放
に
注
意
し
、
町
民
の
健
康

m

進
の
一
端
と
し
て
お
お
い
に
利
用
し
て

ほ
し
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、
泊
中
学
生
に
よ
る
模
範
泳
法

が
あ
り
続
い
て
泊
小
学
校
4
年
生
以
上

の
児
童
が
プ
ー
ル
に
飛
び
込
み
元
気
い

一広

ス
ポ
E
ツ
行
寧
威
縞

－
R

第
凶
回

町
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

H
6月
M
日
総
合
体
育
館

H

マ
男
子
団
体

一
部

優
勝

泊
三
区

次
勝

ぶ
簡
庄

マ
男
子
団
体
二
部

優

勝

山

・一
一以一
A

次

勝

大

東

町

マ
女

f
同
体

似
快
勝

次

臨

時

泊
三
一一阪

大
家
作

マ
男

f
例
人

一
部

優

勝

繊

山

三
明、

次
帥脚
本
付
制
男
、

マ
男

f
例
人
二
郎

優
勝
市
部
俊
附
、

次
勝
，
K
ハ
州
俊
夫
、

マ
女

f
例
人

優
勝

次
勝

金
沢
滋
子

竹
内
・
汝

f
、

陥

wm
一
制

償
作

一
級
制

北
川
川
・
1

、H
H

k
ep－
－

f
也不

j
J
t
i
 

1
；

i
 

d
J
i
h
－－H
－
’t
 

花
木
京
f
組

制
地
時
美
組

っ
ぱ
い
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
ま
し
た
。

な
お
、
プ

l
ル
刷
版
は
、

－
期
間

6
月
初
日

1
9片
6
日
ま
で

（
8
対
日
臼
は
休
み
）

・
時
間

午

前

9
時

l
午
後
6
時
ま
て

（ロ
時
i
日
時
ま
で
休
み
）

そ
の
他
、
行
周
辺
常
上
、
プ
ー
ル
弘

悦
員
の
指
示
に
従
勺
て
ド
さ
い
。

宵
宮
崎
体
協

2
ブ
ロ
ッ
ク
制
す

第
4
回
ビ
l
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

が
去
る
6
月

1
日

・
3
日

・

ω日
の

3

日
間
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
熱
戦

の
幕
を
と
じ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
壮
年
男
女
｛
刊
イ
以
上
）

は
チ
ー
ム
、

一
般
男
女

（
拘
J
以
下
）

糾
チ
ー
ム、

け叶
川
部
チ
ー
ム
ト
か
参
加
し
4

ブ
ロ

ノ
ク
に
別
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
打
パ

で
d
’A
け
が
行
わ
れ
成
制
は
次
の
と
お
り

で
し
た
ω

①
壮
年
男
子

。
優
勝

。
次
勝

山
川
的
体
協
チ
ー
ム

．M
谷

岐

川

縁

久

一

J

川’
i

1

ν

A

E

t

・リ’
tp

、

・刊

M
’
ve

A4
1
h
j

川
崎
嘉
十
J

－
L

H
te
’h
r

一

l
n

b

j
i
－

－
 

九

γ
削
チ
ー
ム

大 flt1
JI: ~＇ 
千IIあJ
I・ 」4・

1Jr午
I i ~I，な

千II(,i 
k リj

魚
津

①
壮
年
女
子

。
優

勝

オ

ー

ル
ナ
イ
ン

高
松
美
佐
子
冨
岡
礼
子

由
井
と
み
子
高
島
久
子

池
臼
早
苗

。
次
勝
山
村
崎
体
協

E
チ

l
ム

水い阿

菖

黒

竹

ハ合
一凶

f

HH－
M
美
保
チ

山
間
川
ユ
キ

①

一
般
男
子

。
優
勝

紘
一線
C
チ
ー
ム

杭
糾
敏
維
本
附
川
町
弘

磯
山
義
弘

山

岡

修

一

杉

本

厄

之

山

山
本
校
生

究

大
和
隆
三

今
『

Jv
q叫
一v
nh
v

。
次
勝

栄
町

A
チ
l
ム

安
達
竹
則

組

問

勇

雄

同
問
問
政
治

松
原
秀
雄

松

原

勝

義

坂

東

米

夫

①
一
般
女
子

。
優
勝

宮
崎
体
協
C
チ

l
ム

岩
谷
ミ
ヤ

f
加
級
品

f

佐
問
み
ど
り

浜

間
以
久
江

川
，h
勺
羊

f

O
次
勝

小
川
医
院
B
チ
！
ム

水
い
判
長
沖

f
松
ド
怖
は
JI

川
へ
日
弘
美
紘
一川
川

f

h
H－
E

．・1ks
ι
J

t
a
l
i
t
 

、、．．
 
，，， 
an吐

－a－
－
A
 

’’’E
E

‘、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と

ο口
川
同
日
（火
）
で
γ
後

8
川
内
U
｛水
ニ

7
叫
川
町
川

U
H

汀
己
悲
？
o
A
勺

1
3

H
ー
か
本
／
B
41
4
1合
目

き

と
こ
ろ

ん
が
版
て
ス
ポ
ー
ツ
に
税
し
ん
て
い
た

だ
く
た
め
、
昨
年
に
続
き
克
他
い
た
し

£:Dm1胃震司

ま
すト八九五

は
．
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
ダ
ブ
ル

ス
て
政

f
の
郎
L
7
K
M
の
郊
の
別
に
そ

れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ん
式
で
行
い
ま

す

中

し
込
み
は
、
教
打
安
川
会
又
は
、

総
人
H

体
行
館
ヘ
リロバ
a
H（
1．
｝ま
で

υ式会 ！日l
ノ、

Ii. J~； 

8
Hけ
2
H

－
R

第
お
田
町
民
テ
ニ
ス
大
会

II 

LI 

俳一
川
小
川
f
校
ク
ラ
ン
ド

－州
ベ

地
K
H川仕汎叫川
ぴ
例
人
叶引
を
実
施
す
る ？：、

I
i
．、1
・1

紙，
L
ド

ω円
d
l
針

，B
a
t
s
qリ

V

A
q

’I

‘
《

l

，。L
7
w
z
t

－
R

第
7
回
高
桜
杯
争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

総
A
H
7
ラ
ン
ド

M
H
V
 

会

場
山中
し
込
み
締
切
り
は
、

8
川
川
口
－パ
－ま
て
総
ヘ
H

体
内
航
主
て
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フ月の

健康
た

ん

ぱ

く

尿

町
の
循
環
総
検
診
で
は
、
尿
検
K
討
を

受
け
て
た
ん
ぱ
く
が
陽
性
の
方
は
、
初

人
に
l
人
の
割
合
で
み
ら
れ
ま
す
。

さ

健
康
な
人
で
も

報一一........…あ

尿
に
た
ん
ぱ
く
が
お
り
る
原
闘
は
さ

ま
ざ
ま
で
、
必
ず
し
も
病
気
が
あ
る
た

め
ば
か
り
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
挫
し
い
肉
体
労
働
の
あ

と
や
、
精
神
的
に
刺
激
童
文
け
た
あ
と

な
ど
で
は
、
健
康
な
人
で
も
た
ん
ぱ
く

尿
を
お
こ
す
・
』
と
が
あ
リ
ま
す
。

ま
た
、
起
立
性
た
ん
ぱ
く
尿
と
い

っ

て
、
起
き
て
い
る
聞
は
尿
に
た
ん
ぱ
く

が
出
る
け
れ
ど
、

僚
に
な
っ
て
休
養
し

て
い
る
と
出
な
い
と
い
う
場
合
も
あ
り
、

こ
れ
は
や
せ
型
の
若
い
人
に
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
た
ん
ぱ
く
尿
は
生
理
的
な

も
の
な
の
で
、
特
に
心
配
は
い
り
ま
せ

ん。

一広

の

知

識

病
気
が
あ
る
場
合

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

病
気
が
あ
る
た
め
に
出
る
場
合
で
す
。

同

こ
の
場
合
は
、
常
に
尿
に
た
ん
ぱ
く
が
平

出
て
い
る
の
で
、
何
回
検
査
を
く
り
か
司

え
し
て
も
尿
た
ん
ぱ
く
は
陽
性
で
す
。

平

次
の
よ
っ
な
場
合
に
、
よ
く
陽
性
と

「

な
リ
ま
す
。

↑

曾
向
臓
病

一

②
高
血
圧
症
や
心
臓
病
な
ど
循
環
務
系

一

の
障
害
を
お
こ
し
て
い
る
場
合

③
発
熱
し
て
い
る
時
、
そ
の
他

陽
性
な
ら
再
検
査
を

健
康
診
断
な
ど
で
、
尿
に
た
ん
ぱ
く

が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
が

生
理
的
な
も
の
な
の
か
病
的
な
も
の
な

の
か
、
み
き
わ
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
再
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
に

保
健
衛
生
活
動
功
労
表
彰

第
何
回
富
山
県
保
健
衛
生
大
会

6
Hけロ
H
．
い
い
州
附
市
民
会
館
に
お
い
時
品
川
竹
内
似
健
衛
生
大
会
の
席
ト
、

uuk

て
開
山
仇
さ
れ
た
第

m
M
－

M
山

県

似

健

樹

年

地

K
の
食
生
治
改
持
川
動
に
成
山
本
を

他
大
会
で
、
刺
H
町
食
ル
仁
川
改
持
椴
進
あ
げ
て
い
る
刺
日
町
食
中
川
改
紘
一
般
進

協
議
会

（水
仏
文
，
f
会
長
、
会
以
削
れ
）

協
級
会
野
中
地
M
れんぷ
（山
本
和

f
代
夫
）

が
、
保
健
衛
生
前
動
催
良
川
体
と

し

て

と

、
衛
生
引
け虫
駆
除
川
動
や
卜
水
鴻
の

山
山
県
保
健
衛
生
組
織
迎
合
会
長
表
彰
治

M
も
ど
時
役
衛
生
川
動
に
柑
険
的
に

ふ
」
交
賞
さ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
ん
で
い
る
点
ト
町
町
内
会

｛松

川
協
議
会
は
、
昭
和
特
年
の
結
成
以
へ
れ
彩
犬
代
表
）
が
似
健
衛
生
川
向
後
人
民

来
的
鋭
的
な
ハ
子
間
活
動
を
展
開
す
る
と
凶
体
と
し
て
ん
水
彩
さ
れ
ま
し
た
。

と
も
に
、
そ
の
成
川
市
を
地
区
に
持
ち
州

リ
、
財
人
会
と
徒
併
し
も
が
ら
地
区
の

食
生
活
改
警
の
推
進
に
大
き
な
役
割
を

来
た
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昭
和
臼
年
度
か
ら
町
が
笑

砲
し
て
い
る
巡
回
栄
養
制
等

｛す
べ
て

日
曜
日
）
や
燥
の
キ
γ
チ
ン
ヵ
ー
に
も

積
極
的
に
協
力
参
加
し
て
お
り
、
こ
の

た
び
の
表
終
は
、
こ
の
よ
7
な
長
年
に

わ
た
る
地
域
活
動
の
業
織
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

管
内
保
健
衛
生
大
会
で
は

食
改
協
野
中
地
区
会

東

下

町

町

内

会が
受
賞

ま
た
、

6
月
幻
日
に
宇
奈
月
町
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
第
同
回
黒
部
保

d

－’d
’d
’a，v

d

．，
a，
a，
a，
a
’d
，
a
’d
’d

．，
a
’d，
 

健
康
づ
く
り
は

よ
い
食
習
慣
か
ら

灯
会
場
で
巡
回
栄
養
指
導

（
丞
挺
の
台
所
を
あ
ず
か
る
主
婦
に
、

家
族
の
健
康
を
地
進
す
る
料
理
の
校
術

と
知
識
歩
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と、

町
で
は
こ
と
し
も
巡
回
栄
養
指
呼
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

「栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、

う
す
味
、
貧
血

・
肥
満
予
防
の
食
事

指
導
を、

働
く
婦
人
が
参
加
し
や
す

い

4
フ
に
日
曜
日
を
中
心
に
実
施
し

ま
す
。

巡
回
日
程
は
、
毎
月
の
本
誌
「
み
ん

な
の
保
健
」
欄
と
該
当
町
内
回
覧
で
お

t 、 ~II

せ
し
ま
す
グ〉., .. 

多
数
参
}Jll 

f~ 
当

献
立
は
自
に
つ
く
も
の
よ
り

身
に
つ
く
も
の
を九 園 田 ー サ もー

（写真I~赤川公民館での巡回栄養指導風景）

4

．，
、，．，、，．，
、4

．，
、，．，P
4

．，d

．，
ha

－Fa
－－にd．，、，．． 電通
a
．，、，．．
 
z
d

・てd
’

8月の休日救急診療当番医
2日（巴〉 丸 川 病院 ft3-3391 

9日（日〉 草野病院 宮 2-1135

14日（金） 伊東医 院 宮 3-0504

15日（工〉 高桜医院 ft2-0010 

16日（日） 橘 医院 ft2-0791 

238（白） 辻 医院 宮 2-1285

30日（日） 寺 崎医 院 宮 2-1118

(15) 
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みんなの保健 ｜ 8月の事業案内

一た
参

F
J
一る
持

一て
帳

一

一
向

上

参

一

一

を

f
一
昨

一

一

f
り
一
帳

一い

J

一
子

仙

一ょ
に
一
f

『

f

的
一
吋

1
1
1「
1
1
1
1
1
1

J

A

J

《

II 
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日
ド
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）
 

（
 

ー

ι
参

一

州

一
川

一

州

一

州

一

般

一
一り

↑

一

検

一

検

一

I
l

l

－

－
 

H

－
 

一

地

M
－
地

一

J
U川

一

判
例

J
U川

一

－

セ

－

－
？

一
川

山

リ

桃川

－
川山

一ベ
イ

一

T
J
JJ
l斗
パ
T

心
ホ一
円
十

一時
一市
早
川
川
一%

川

一%
一

一
日

一
＠

！

ω

判
例
刻
つ
川町
。1
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